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概略

現在研究中のマイクロデバイス作製技術と、そのバイオ応用について紹介する。加

 

工法の特長は、MEMS（Micro Electro Mechanical Systems）製造技術の柔軟化・ハイ

 

スループット化を目的とした、「回転傾斜露光法」を使用したマイクロ流体システム製

 

造法であり、マイクロデバイスの要素となる様々な3次元マイクロ構造が数μmから

 

数百μmオーダーのワイドレンジでウエハサイズ（約100cm2）に一括作製可能である。

 

セミナーでは、本露光法の概要と、そのバイオ応用として、細胞固定アレイ、染色体

 

伸張固定チップなどの製作例を紹介する。①細胞固定アレイ：生体細胞を自由に配

 

置・個別刺激・応答計測を可能とするバイオマイクロシステム構築を目的として、数

 

mm角のエリア内で数万個の細胞をアレイ状に固定し、薬剤刺激応答を個別認識を

 

しながら観察するアレイデバイスを開発中である。細胞ポテンシー計測、細胞組織の

 

再構成、ES細胞の分化誘導、細胞への遺伝子導入などを高効率に行うことが可能

 

なマイクロデバイスへの応用を検討している。②染色体伸張固定チップ：1枚のマイ

 

クロチップ上で染色体DNAの展開、伸張、懸架・固定、観察までを行うサンプルプレ

 

パレーション技術を開発した。ヒト病理モデル細胞を用いた遺伝子異常（転座）の検

 

出性能などを評価している。
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